
























































































































































































































































































































































































A ずっと好き あり ずっと好き △ ◯ ◯ ◯
D どちらでもない まあ好き ◯ ◯ ◎ ◯
E 好き あまり好きではない △ ◯ ◯ ◯
F ずっと好き 得意で好き（好きになった） ◎ ◎ ◎ ◎
C どちらでもない あり 得意ではないけれど好き △ ◯ △ △





























































































（Cognitive Academic Language Proficiency）とに分けている。
（8）吉川は（2004）、小学校４年生に行った調査で来日３年を経過した子どもが教科学習で読みに多く
の困難を抱えていることを示唆している。
（9）今回、調査先の学校では外国につながる子どもにかぎらず調査用紙を150部用意し調査を実施、49
の回答を得た。外国につながる子どもと認定でき、なおかつそれなりの回答がされているものの
み今回の調査で抽出したため本稿で取り上げた数は少ない。
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